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再⽣可能エネルギーに関する規制改⾰について
−気候変動イニシアティブ(JCI)からの提案−

 以下は、JCI から提案する再⽣可能エネルギーに関する規制改⾰の最初の案です。
今後、メンバーからの意⾒を集約し更に具体化していきます。

１ 再⽣可能エネルギー開発に資⾦がまわる改⾰
①国が⻑期的な⾼い再⽣可能エネルギー⽬標を定め、企業・投資家が安⼼して、資⾦を投⼊で

   きる環境をつくる。
  ②公的、私的を問わず、年⾦基⾦の資⾦をＥＳＧ投資へ誘導するため、全ての年⾦基⾦に ESG

投資を実施しているか否かを報告させ、「否」の場合にはその理由等を開⽰する仕組みを
導⼊する。

２ 再⽣可能エネルギーを作りやすくする改⾰
  ③再⽣可能エネルギー開発に関する規制緩和

−耕作放棄地を有効活⽤できるよう農地法・農振法の運⽤を改⾰
−農振除外、農地転⽤許可の要件を緩和し、⼟地の有効利⽤を可能にする。
−国有林・保安林における⾃然エネルギーの調査・開発制限の⾒直し。
−⾵⼒発電設備などを公益的施設に位置づける。
−環境アセスメント⼿続きを迅速化する。

  ④再⽣可能エネルギーの送電網への接続に関する規制改⾰
−基幹送電線の利⽤実績の報告と公開を実施する。
−既存電源を含めた、より合理的な接続管理への改⾰を⾏う。
−限界費⽤の低い電⼒から優先的に供給するルール（メリットオーダー）を徹底する。

３ 再⽣可能エネルギーを使いやすくする改⾰
  ⑤⾮化⽯証書を改め、グローバルスタンダードに沿った環境価値のトラッキング制度を整備

−どのような再⽣可能エネルギー電源でも同じ環境価値となってしまう現⾏の⾮化⽯価値
    証書を改め、どの地域のどんな電源が環境価値の元になっているかの情報をトラッキング
   （追跡確認）できる制度を透明性の⾼いプロセスで整備する。
  ⑥需要家と発電事業者でＰＰＡ（電⼒購⼊契約）を可能に

−需要家である企業が発電事業者と電⼒購⼊契約（PPA）を直接締結できるよう改⾰し、
企業の電⼒調達⼿段の選択肢を増やすことにより、条件に合う⾃然エネルギーの電⼒を購

    ⼊しやすくする。


